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山形県最上郡赤倉地区の地質鉱床

一高橋兵一苧

1，緒”言
　本地域は，山形県において，金属鉱山が多く密集する

地域の一つであるが，、安定して出鉱を続ける満沢鉱山

（臼本鉱業）』を除じ・ては，永続性がなく，興廃の著しい

鉱山が多い。

　これら小鉱山の技術指導を目的として，続継して地質

調査を実施するこξとなり，昭和29年11月，当時稼行

中の杉の入鉱山を調査した。その後調査を中断し，昭和

33年9月，その他の鉱山を調査したが，昭和29年当時

稼行中の長富および杉の入鉱山も休山し，立中鉱山は鉱・

業権者がかわり，現在探鉱中の状態である。

　ここにその結果を報告する。

2，位置および交通

　本地域は，山形県最上郡最上町に含まれ，陸羽東線羽

前向町駅の南方約9kmの上満沢部落を中心とし，東西

約8km，南北約3kmの範囲で，西は杉の入部落より午

房根沢，東は赤倉温泉，南は山刀伐峠と背坂峠を結ぶ線

により画される地域である。．

　交通は羽前赤倉駅から赤倉温泉・山刀伐峠を経て山形

市行きバス，および羽前向町駅から上満沢を経て満沢鉱

山に至るトラヅクが通ずる。

3．地　　形

　調査地域の南西隅に金山（△762．9m），南東隅に大森

山（897．2m）があり，その間に背i坂峠・、山刀伐峠があ

る。地域内の小河川はそれらを分水嶺とし北流して小国

川に注いでいる。

　第三系下位層群の分布地域は概して急峻な地形をな

し，上位層群の分布地域は比較的低夷な丘陵性地形をな

し，対象的である。

4．地　　質

　本地域の地質は，下位から第三系及位層に相当すると

される緑色凝灰岩層（下部，上部）・菅の平層と，第四

系の上満沢層・中満沢層と，段丘堆積層からなる。

＊P仙台駐在員事務所

　火成岩としては，緑色凝灰岩層を貫く石英粗面岩岩脈

・両輝石安山岩岩脈・粗粒玄武岩岩床と，これらを被覆

する石英安山岩流からなる．これらの時代および関係は

第2図模式柱状図のとおりである。

　4．1下部緑色魏灰岩層

　主として緑色ないし灰緑色の変朽安山岩質角礫凝荻岩

からなり，しばしば頁岩の薄層を挾む。とくに中位より

上位にわたつては，浮石質凝荻岩と頁岩の互層，および

緻密な石英粗面岩質凝灰岩等の累層からなう。

　4．2　上部緑色i疑灰岩層

　本層は，一般に安山岩質および石英粗面岩質凝荻岩・

角礫凝荻岩・砂岩等からなり，特に最下位に黒色頁岩あ

るいは一部黒色泥岩・灰白色頁岩の厚層が発達し，これ

より上部を上部緑色凝灰岩層と称する。

　上・下の緑色凝荻岩層の走向は，西方午房根沢におい

てはーN300E，これから東方にゆくに従つて東にふれ，

長富鉱山付近でばN500Eを示す。地層は緩慢な摺曲構

造をなしているので，傾斜はこの構造に支配されて変化

する。

　4，3菅の平層
　赤倉温泉の東方小国川上流に沿い発達する本層は緑色

凝荻岩とは不整合関係にあるもので，下部は灰白色塊状

の細粒または粗粒凝灰岩お去び頁岩の互層からなり，上

部は浮石質凝灰岩・砂岩・頁岩との互層からなる。本層

中の頁岩には植物化石を産し，田ロー雄ら注1）によつて

仙台付近の秋保層群白沢層に対比されている。走向はお

おむねN400Eで20QWに傾斜する。

　灰白色細粒の凝灰岩は磨粉として付近の人々に用いら

れ，かつて一時商品として出荷されたこともあるとい

う。1

　4．4上満沢層

　本層は西は杉の入部落から東は赤倉温泉に至る低地帯「

に分布するが，杉の入部落付近では，礫岩と泥岩の互

層，中央部付近では浮石質砂岩，東部では泥岩がそれぞ1

れ発達する。この泥岩中には連続性に乏しい泥炭の薄層

を挾み，ときには砂岩と互層し縞状を呈する。

　本層の層理はほとんど水平に近いが，わずかに起伏を

注1）東北大学田ロー雄学士・渡辺卓学士による・
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山形県澱上郡赤漁櫨区の纏質鉱床（高橋蕪轡）

鉱区所在地1山形県最上郡最上鴨杉の入

　鉱業権者こ伊藤喜三郎（宮城県志田郡三本木町〉

響．叢．蓋　沿革および翼況

　明治年間から採掘され，その後讐本鉱業株式会社，そ

の他数人を経て，昭和雛年現鉱業権灘が買収Uて今羅

に至；）ている。当初杉の入坑で採鉱し，後その大切立入

坑を延長して駒岳および月山鑛轍着脈，探鉱し，駒岱鑛

は…部採掘された。

　昭和繊年馨月，浮灘選鉱設備を設けたが，同鐙年黛

月より探鉱轍行きづ叢り休山し現在に灘つてい恐．

　㌘．黛．慧i地質および鉱床、

　付近の地質は，下部緑色凝荻岩麟頓あた腿角礫凝荻

岩・緻蟹質凝凝堵お、試び浮石質凝荻趨と頁岩の互磨力・ら

な鱗穂に粗粒玄識岩岩床が見られ辱．走向お蕊むねN

農ガ島傾斜2ぎwである．

　鉱脈は杉の入葱畢および驚畢鑓・駒需鑛・簿山鑓があ

り，これらはほ麟ド行でその幾向は賛慕ポwで，笈号鑛

と駒岱鑓は東弧，窯号鑛と月山鑓は西にそれぞれ，7ボ

傾斜してい難．

　杉の入蓋号および驚号鑓鱗大切坑準（毒灘）では蓋脈

となり，その上部で分岐している．平均鑛幅蕪無～韓燃濫

で，走向および垂薩延長は約＄倉騰である．爾脈ともに玉越
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一｝甥菰（十暮i，3旗鷺）、．ヒ部φ緻糟質凝夢く欝村近が蒙

なしてい導、　二大・切翻ぴ“　憲蟹癌糸勺儀（／cmでラ　撫嚢↓雛藍の

壽覇鋭、諜三鑛罫雪凱られ．、、，ナ、

　駒欝，礒、沌綿延長約鱒躯焦難，蓬延摂ε○螢で平均鑛編

欝○む瓢である、灘／粒薫武轡纏ζ茸　雛1部＿よし婆大・切翻♂γ

、鉦夢30鵜毒尤融、L部，こゑ麹デぐ一一湖鑓采鐘真された臼一大窮　鍵彊童

て紅重な津欝8二、撞詞鎌馨灘う凱み多）れ，る鯵

　∫紅護 痴瓢塞7凝1鞘楚i長，こ約鷲○螢影簿賦㌦1ドごい鵜が戴趙幅導

《ぼ簸以m下で1鴇毬旗獣・く夢i糊、諌三のと煮ろ採操1にた歯 ない、，

　ぜ．薫．，欝　鋸羅llお、よび’贔｛煮

　1、／驚物としては黄鋼鉱掻『蘭　　　二二次鉱‘鞠の輝窺1．，1

お美び｝灘醗鉱が　　払れ，脈石は構とんど石英からな吟℃

い　，考導筋構寺の凝鉱情婆1位装．t（灘夏葺一馨駕であ）た、，

　㌘．慧鷹申鉱幽

　鎌1区灘料多q“ヲ疹糞縫薬　、2注2・攣夕4叙）ヂ憂

　鉱　 種1金・銀・鋼・鉛・亜鉛・硫化鉄

　鉱区所在地1山形県澱．．購嚢録簡論嚇く

　鏑雪楕蕎1秋1三1三勝“覇ヒ零火1翼郡花タミ鞠花1鵡

　　　　　　　　　卯根禽鉱業株式会劇1：

　ザ．瀦，蓋　聾織および現拶こ

　かつて溝灘奪．ゆ鉱区の一都であ・たが，昭篇）初め

貰歎棄さ．掬辱そジ後鉱麟窒糠1蕎がめ擁二》／／ヲ1礁擁i叙）奪i双）月ヲ

鯵講 贈が繁薄猷ラ陶！蓋月鎧り探・鉱縫f窄計ない1競誘望＿至つて二

い恐、）

　調査欝，立多1大切坑の東・ら鍛叢鉱床ジ）下部へ逓漏坑

塗掘庭鯵中｝　　つた、，

　掌，欝．慧　葉癒麟蒼欝，1二雛繍緩ミ

　　．中鉱床は．．ヒ部鎗よび下部緑色凝萩岩層靱またが〉て

胚1拾し夢角礫凝灰撃浄粗牽叢懲、武婆轡・石英粗瀬禁i準を濁岩

とし、／て隠、メ，

　鉱脈のおも熊もの　　i写，2号および亜鉛鑛である、，

壌慮遜はほぐ都か事払．大切坑雰　難番坑夢　2茸番彩tおよびr潜坑が

あ熟が，　王㌘．、書よび£一謬夢瀞マ露）醤客し評ぐ入坑不甫鋒である、，

　i号藩，す，よび黛琴鑓鈴走向／糞1ともに蓋豊一一一wで3揮ぎ譲雪は

7（））N／鮮　ゴはS観傾斜』爾者とも走向延長約獄）篤

薬麟魑長約25豊茎套鑓帳1は聾三均i（鷺m琴欝である（

　、臨樋は走向N一憾』、歪，蓋号錨と櫨交するが3番坑・

　　柔，熱一w性の闘癖，紀　一れてい難，、

　．ア鷲籔床は．L二部騰畿凝渉く豪峯榛霞立の，，、、臨婁、戴懸泥量揖Ω

、1こび償英灘爾際＝絆鎗速続i生に乏乳．い瓢脈・3，おもなもの

はLンず．勲び猛号鍵の2条か傷なる。　．れ鑑の走向はll髪

ぼN鵬’Pwで雰　1号麺は電景無垂鷹歩2号鐘は4ガNに傾

1講し餐　ともにll囁誉難ヲ欝欝灘でξ7㌧る。とき鞍囎絹）1犬な』・しは
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li也餐丸調査1男　、難！轍　（第玉3巻　笛慈・穆う

　翻1露藏／窪尊言媛翼　」11、．1両蕗導疑3再　慧予　圭寿陰塁墾麗｝う隔熱穿ミ〉、

　㌘。灘．慧

　鎌、石、鰺擁ノ　．義鋳1赫紋轡葉菱翻、薦馨・睾1び、陣二拶　斗勿ご7）蘇、ンi・藤　・・

罫なり多1振曜　気緯ヲ夙、ど罪““　　蹴難、、

　鰯樋鷺葺　鱒物と1．出擁億愚欝鵬　，脈石
とし　麹1，難がみ婁㌧㌧添。鋼嚢、　牽銭き1　億（〕u4％以下，

驚顯＿、ぴは難》※Z登窯（）タ6圭じス1ニガ1鍛込　賛ーる、，

　ぴ．欝畏欝鉱山

　鉱区、番一糟目酵疹県揖　、窯蓋慧攣費曇、職 継§挙788号．その飽

　鉱　　種1金謡銀聴鉛興ll甑鉛賠驚…葛化叢｝、

　鐘、区1讐被地昌1i形蝶妻講1弗繍輔1＾町罫満｛尺一身／

　鷺嚢撤渚喜1東東都中タ乏区l　l聖1製町∠茎の遮

　　　　　　　　隣《瀕蓑瓢禽ヤ餐款1鏡繋、一蓑二

　ぞ．慧．蓋　㌔八帰｝甲㌧、び馨鍍兄

　麟褻／禽彗縛　ヲ）発見とい漆葦1、》二爵穆　 羨響鑓篭難取詰昭灘i

賂年現権霧が長谷川八濃作氏よ1）議受！／採鉱を開始，糊

議禦年7（）（）t／ノ樽処鱗1鰐霧謙の浮1讐選　　　　　 えたか当i絹
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は嬢　してブ、1、！色鍛轡の薄繕撃獲擁す2角醗馨凝鋳審釦蕪蚤ギ1～

し賢墜のおもなもの1・よ3琴，　8斜うお、歎び魯攣，魏俘羅，糞

ン魏らなる、鋸惹遜　 大部チ〉が藩1華客之、妻鉦瞬馨嵐わず癬・に丁大媛」

，坑3ダ1脈の湾，／派，磁絹3丘紅みら雛．る紅1すぎない、、

　　勇、侭♪軽向。誓暮（レ～7＜）’慰ジ／麓挙彊茂31議才舞嫌で，　3葵轡振

夢、郵隻報ジ葱勢　霧・羅騨はN多　97鍔蘇は醤墨　i露矯影聡1よ8に傾

斜誌ている。製畿！ノ義撫翻3分ξ，凱3詳派で1走向処絵長喋（）（）随，璽畿

1顎鴛幾ユ（）（）鍛葺　愚畢葺薮でメ轍欝嶽辱i蓉○亙嶺，　轟1雛慮蓬喪8（）m，

1、黛孝勢派・、粘．幾向墾1講 亀茎（）葦／ゴぞ　ぞ1｝、

　隔　坑　緻蟹質1疑茎懲雛1葡浮馨蟹疑ゆξ筆豪と蹴鷲　殺l／、1シ

溝纏 栖／／　　噴｝および灘購鐘玄武肇1・，1蘇英牽蒲膨器痒1の三艶

、入摩ノ漏蓬、ぐおもなぎザ1脈は薄鐸鐙玄裁羅∫中覗）8号・オ，掌．柔び蚕．i 業｝

脈てきその他は粘土！隊であぞ）、，　いずれも走向ほ寺営l　N4ゲ載

の門蟹針1派 猛70唱8・／雛籍し5　顯誉懸iり鞠2（）（lm副ぴ藩〉難ご、

　　礁の走向延長　 約蓋響（1鵜』’87郵派の一“

れ、た、

　▽、欝．聾　妻窺ワ難象蕩二と忘ll湊乞

　長罷，鐸鎌凄iての、難、薦鎌講勿は警肇美欝…i鐘1一．2鉄飯1，二筒欠議1憐勿と

1｝一ごメ　玖一窒竃鋳、鎌1，／派隆とし、て／・。1、蚤芽蓼箋などであ、》。叢鉱

1込贔嚢繋、柔（：i雛騨，ぎ＜　＞讐），

　福ざ鐵鉱濠鈴鉱石鉱海は，黄鋼、鉱一黄鉄鉱，閃猟鉛鉱，

、次1簿と乱芙計鍛1一輝、鋼鉱，脈石は石英などであ

る、兇込β、義奏麹。tぐ翼夏3醜’違％でε　き、

紮瓢　玉協駄嵐㌔』樵鉱糺矯厳無繍鼠慧x繍瓢箆嵐、葱、覧覧製慧、』感
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出形醸澱｛ヒ郡赤禽地区の地質鉱床ぐ講橋嬢…）

　　　　　　　　掘、1懐鳳欠点があ嬰〉．灘鉛鑓は，品龍，鑛幅ともに期待さ
慈，織　羅

本地域の鉱床群は，概して石英粗面岩岩脈の周辺に存

在することが多い．てのこ煮からも本鉱床群は第三系石

英粗面岩の活動に関係して，生成された浅熱水性裂か充

填鉱床と考えられる．

下部緑色凝萩岩中矯獲胎す恐鉱床では，母岩が糧粒玄

武岩の場禽1こは富鉱部をなし，母岩は撫くに緑泥石化作

用が進んでい添，，

ヒ部緑色凝灰岩麟に胚胎する鉱床では黒色頁岩為るい

は石英凝面燐を母岩とする場禽は，一般袴細脈でときに

網状あるいは鉱染状をなし，前説凝灰唐を母岩とす難場

合と較べて著レい形態の差異を承す．

杉の入鉱山

大切坑よ撃．ヒ部は大部分採掘済であll），大切坑におい

ても鉱況は良くない。駒岳鑛ほ，、l／二部で一部採掘された

が，なお窒誉碧の鉱量が認鋤｝られ・る、月罫乱i鋤は探鉱の程度

で鉱況はよくない。

立中鉱i u　　、

立中鉱床は戦前および戦後に若干賦）出鉱をみた，、税在

みられ蔦処では贔位は比較的よいが，綱状脈のために採

は連続性に乏しい，下部については立中坑よ膨騰識瀬購

および下部は一＄（）騰棄で採掘済みと思われ，今後の探

以、、ヒ要約す惹と本地域は，非常に鉱脈φ多い撫こるで

あるがジー般に幅はせ家く，満洪鉱出を除いては多くは
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